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8 8 Vロムアルデス蔵相は 3週間の訪米を終え帰国。






























































































一（ 4 ）ー -114ー
フィリピン C1月〉



















26日 V上院議長が改選され， GilJ. Puyat上院議員（ナショナリスタ党党首〉が，




























一（ 6 ）一 -116-
フィリピン
l月










（注〕 C.C.P.はまた「Vietnambusiness day in Manila 」と「Philippine
business day in Saigon」を行なうことを計回している。
2 日 , 66年下期税収一一このほど Vera内国税収局（BIR）長に提出された徴税報
告によれば， 66年7月～67年 1月の税収は6億8893万0049ペソ（前年6億2510万
5100ペソ， 12.4%増）， I月は 1億1501万ベソ（前年9978万5025ペソ， 15.26%増）
であった。









なお，休載中の 2月より 9月までの分については別刷りの形で逐次補 j
I買してまし、ります。





















なかった（トン当り F.0. B. 142～152ドル，マニラ着値162～172ドル〉。な
お NECの本年不足証明量は35万7千メトリッグ・トンである。












一（ 8 ）一 ー ワ一一争4
フィリピン（ 2月〉
以上の権利は与えていない。



















（注〉 主な提案は次の 3点一一1.内国税収法に代わる TaxCode of the Phi-
lippines (H. No. 1310と S.No. 127）の制定， 2.税基盤の浸食を防ぐため
に現行の免税法を再検討する。 3.密輸取締りを強化する。































7 日 V民間企業に米輸入を認める一一MondonedoR. C. A.局長， Montelibano農
業天然資源会議所（C.A. N. R.）会頭を議長とする民間部門 (150余の大企業代
表）をまじえた会議で米価安定のため，米5万～15万トンを民間企業が RCAを
通し無税で輸入，雇用者に配分するとの計画が決定されたの

























































と共産諸国間の障壁を， 取り去るよう求めたことがある。 さらに Carmelo
Barberoド院議員（L，下院国防委員長）も同様な緩和要求決議を支持した
ことがある。
8 日 f AID，米作援助一一米国際開発局（AID）は， IR-8等多産品種普及による米
増産計画を実施している。計画は「doit yourself」キットの販売を中心とするも
ので， 1組73ペソ， 2千平方メートノレ分， 20～30カバン（籾米〉の収穫を保証す
る。 80万ヘクターノレに IR-8, C-18, BPH-76等の多産品種を植え付ける予定で

















これに対し R.Gavzon (N), Jose W. Diokuo (N), Juan R. Liwag (L）各上院




（注〉 同法案の共同提案者は， A.Padilla上院リベラル党院内総務， C.Osias 
(L ), F. Rodrigo (L）両上院議員である。他に反対を表明した上院議員は，
L. Ta企ada(P. P. P.), R. Manglapus (P. P. Pよ M.P. Manahan (P. P. P.), 
































































































( y+:) Sa bahおよび Burneiの現行法では， フィリピンの貿易業者はタバコ，
トランジスタラジオ，ジーゼル・エンジン等を合法的に買入れることができ








































































































のfairtrade boardの U.S. Federal Trade Commissionに類似の fairtrade 
commissionへの改変。 （輸出市場および貿易の拡大と多様化促進のためのプ。ロ
ジェクト）② NationalExport Trade authorityの設立。②商務官および商務分析
官の奨励活動をより効果的な経営管理，統合下に置き， Phi1ippineForeign Trade 
Commissionを創設する。（その他貿易拡大プラン） (1）選択ベースでの国際見本
市への参加。（2）貿易使節団の海外派遣。（3）その他諸国との現行貿易問題の厳格な

















16日 V下院退職法案承認一一ド院はこのほど， P. Ocampo議員提出の民間企業従
業員の退職給付を差押え，強制執行および課税対象から除外するとの法案および
公務員の退職給与増額法案を承認した。















































（注〉 Barbero議員は， 先週通常訓練中遭難した F-86C 4機〉はすでに10年





















T 67年度 PL480号援助一一1967会計年度中に， PL480号タイトル皿にもとづ
く「平和のための食糧」 5200万ポンド， 730万ドル相当が配分される計画である。
これのフィリピン国内での配分は， CARE, Catholic Relief Services, Church 
World Service, Seventh Day Adventist Welfare Service，および Presiclntial










-15 - -( 21 ）一
フィリピン（ 2月〉
' lこせ札－Pasayiiで偽札を使ったかどで逮捕された W.V. Santiago (:28) 
は， 取調。に対し次のように述べた（逮捕時に 155ベソの偽札を所持していた）υ
































←（ 22）ー -16 ー
フィリピン（ 2月〉
ン大農学部リサーチ・プロジェクト実施，⑨第3, 15阜頭の完成。
24日 ' L党議員米大使追放決議提出－V.Sagun (L）および B.T. Ligot (L) j,Lj 













































（注） S. K. Pendatun下院議員は， 27日， 比米関係の分裂は「共産主義の猛
烈な挑戦Jに直面している自由世界の統ーを危くするだけであると述べ，「比
米両国のより大きな利益」に関し節制と相互寛容を主張した。
27日 T PL 480号プロジェクト一一PresidentialArm on Community Development, 
























































Vフィリピン・ココナツ組合連合の GodofredP. Reyes Jr.議長はフィリピン
外国貿易の外貨獲意首位で、あるココナツ産業の地位を強化するためヲ東ヨーロツ
パ，東南アジアへ貿易使節団を派遣する案を提起したの










2 目 V ロムアノレデス蔵相は，フィリピンの国際収支の急速な悪化を認め，外貨準備


































































































T SQAは， 国内消費用の砂糖は十分確保されたことを確認した。 この発表
は，フィリピン交換会社が，国内砂糖価格を 1picul þÿ_S り 28ペソから25ベソに引き
下げ，政府が国内砂糖取引から手を引いた後に行なわれた。この結果地方消費者









14 B V トレンティーノ上院議員は憲法改Eに関する上下両院合同議会で，議会によ
る憲法改正に反対の意向を表明。








































らかのコーノレは 5Yz～Hi%で扱われている。 Bancomrateは3月 10日現在，
9.962%で 1週1)fjより0.02%, 2週前より0.046%下がっており， lヵ月前より，













21日 V州知事， 市長連盟は地方分権法に反対している下院議員 Navarro, Galagar 
の両氏を批判。
















, Vincenzo A. Sagun上院議員（リベラノレ党〉は，マノレコス大統領に対して共
産圏との貿易は，われわれが輸入しうる唯一の物資が米であるため，現在のとこ
ろ特に有利であるとはいえない，との声明を発した。





















































一（ 34 ）ー ← 8 ー
フィリピン（ 3月〉
平等待遇論（要旨）
A1anila Daily Bulletin, 2. 21～22. 
以下は A・トレンティーノ上院議員がフィリピン同際法学会とフィリピン法学委員
会との合同集会で 2月18日に行なった演説の要旨である。テキストは ManilaDai・ly




































































































































































































-( 42）一 - 2 ー
フィリピン（ 4月〉


































人の民間人からなる NationalRice Action Groupを結成した。
v政府は10人のメンパー（4人の新聞記者を含む〉からなる非公式のソ連およ
ひ守東欧諸国訪問貿易使節団へのパスポート発行を許可した。
8 日 T Camp Olivas (Pampanga）発： BarrioBalutoの道路上で4人の警察軍ノfト 〆
ローノレ隊がフク団に攻撃された。警官2名が死亡，民間情報員 1名が殺されたが
フク側の指導者Dante（賞金1万ペソがかけられている〉も死体で発見されたo




9 日 ，パターン陥落25周年式典がマルコス大統領参列のもとに Luneta公園で開
かれたo
T Pampanga州の Mabalacat,Sapang Balonのさとうきび、畑で、軍のパトロー









































































































23日 Vマルコス大統領は中央 Visayan諸県の視察旅行の途中， Danao市で， リベ
ラノレ党が彼の独裁について非難したことについて激しく反論した。
Vマルコス大統領， Cebu市に到着。













- 7 ー 一（ 47）ー
フィリピン（ 4月〉
’マルコス大統領，三木外相会談。
29日 , Salonga上院議員（リベラル党）はマルコス政府の R&R計画（道路と米〉
は単なるショウにすぎず，近代化を保証するものではないと述べた。
一（ 48）一 -8-
フィ リ ピ ン
4 月
29日 T IsabelaのSanMateoにある休閑地 1万7000ヘクタールを反収の高い米作地
とする計画が開始された。
これは“RiceBowl作戦”と名付けられた国防省と農業生産性委員会協同の計






































5 日 T Pampan伊丹lArayatの Arenas村付近で軍パトローノレとフク団 No.5の





































































































14日 , Camp Olivas, Pampanga発：当地を訪ずれた Mata国防相は， 1月以来フ
ク団にゅうかいされて行方不明になっているとされている AngelesCity Mail 
編集者 Tuazon氏を含めた約30名の Angeles市民の捜査を強化するよう指示し
た。




































































26日 T Camp Vicente Lim, Laguna発：警察軍第2管区司令官は， LapianMala-















ーゴー 一（ 55 ）ー











一（ 56 ）一 - 8 ー
フィリピン（5月）
Lapian Mα1αyα 問題
' 5月23日付： ManilaDaily BulletinのJoseDe Vera記者は， Pasay市で大流
血事件を引き起した“LapiangMalaya，，運動の性格について要旨次のように報じてい
る。














1957年 12月22日， Cruz,Campo両将軍は傘下の部隊に Bicol県の四つの地方







その後 De los Santosはその本部を Pasay市に移し，組織の名称を“Lapiang
Malaya" （独立党〉とした。この団体は，労働団体として政府に登録された。
この運動の指導者 Valentinde los Santosは1884年， Sorsogon Bulanに生れ
-9ー 一（ 57 ）一
フィリピン（ 5月）
た。その後彼の家族は CamarinesSur州 Nagaに移った。彼はそこで Jesuit神学


























1. Albay, Sorsogon, Camarines Surにおける PedroBorja暴動， この暴動
で人民警察軍人，警官など数名が死亡した。
2. Quezon州の LopezとGumacaでの武力衝突。
3. 毎8月26日の Luneta,Blintawakでのグループ集会。 “力の示威”を目的
としている。
一（ 58 )- -10 -
フィリピン（ 5月）



































v南 Tagalog地方の宗教団体“ Watawatng Lahi”のメンパー約200人は
Lagouna, Los Banosの第223警察軍中隊前に集まり，彼等は Lapianとは関係
がないと主張した。
Vマルコス大統領夫人は 405人の Lapianメンバーが収容されている Camp
Crameを突然訪問した。
V貿易自由化などの諸問題を討議するための ASA3ヵ国会議開催。































T ASA諸国会議は 3日間にわたる会議を終えるにあたり， ASA自由貿易地域
設立のための広汎な調査活動を開始することを決定した。






































与えることが決った。フランス側企業は“BanqueNationale de Paris’t“Societe 
Generale”，“Banque Francaisedu Commerce Exterieurぺ“Banquede Paris et 
des Pays Bas”J‘Union Europeanne Industrielle et Financiere”であり，スリ
ガオのニッケノレ鉱開発，いくつかの空港建設，通信，工場建設などに融資するo
V ロムアノレデス蔵相の報告によれば， 1966年7月から1967年5月までのマニラ


































一（ 64 ）ー -116ー
フィリピン（ 6月）
いる。もし上記2法が通れば，政府はこれらの土地を買収しうのである。（要約）






































































llocos Sur, Pangasinan, Cebu, Cotabato, Zamboanga del Sur, Quezon, 
Negros Occidental, Leytedel NorteおよびCamarinesSurとなる。
さらに総犯罪件数についてこれをみると，
Cebu, Rizal, Camarines Sur, Negros Occidental, Davao, Leyte del Norte, 





T Lapiang Malayaの49人の逮捕者に対する裁判が Passay市裁判所で聞かれ
た。なお逮捕者のなかには， Lapiangの最高指導者 Valentinde los Santosら
6人の幹部が含まれている。
1 1日 T Nueva Ecija州 Cabiaoの Pinipit村付近で，政府情報員といわれる 2名を

























































































T Camp Olivas ; Pampanga発： SanSimonの SanPedro村でのフク団と政
府軍の交戦はなおも続き，現在までフク団3人が死亡，政府側は 1名死亡， 8名
負傷。
一（ 70 ）ー -122-
フィリピン（ 6月〉
フィリピン政府土木建設工事進行状況
Manila Daily Bulletin 1967. 6. 12 
道 路 建 設




































































一（ 72 ）ー -124ー
フィリピン（ 6月〉









































































T Malolos, Bulacan発：当地の警察軍筋は，二つの Bulacan地方の町一一
Baliuangと Pulilanを， この地域の警察がフク団の活動を効果的に取り締らな
いとして，警察軍の支配下に入れるよう勧告することになったという。
T Pampanga州 CampOlivas発： IlocosSurの Nagbukelで地方副保安官が
数人の男に射殺された。また St.Domingoでは同様にして地主が殺され，家族
-127- 一（ 75 ）ー
フィリピン（ 7月〉
6人が負傷すると L、う事件が起った。
4 日 Vラモス外相は， ASPAC会一議出席のためパンコクに出発。なお昨日フィリピ
ンに立寄った国府外相も同行した。




T Bulacan州の Pulilan市長 Castillo氏は， この市を警察軍の支配下におこ
うとする計両に反対である旨表明した。
' Cワシントン発〕：フィリピンーアメリカ綿織物協定妥結。






































7 日 V ロムアノレデス蔵相は，中央銀行の金融引締め政策は長くて年末まであろうと
述べた。
1 日 Vロペス副大統領は，スペイン訪問を終え，ポルトガノレのリスボンに到着した。
12日 , Iloiilo市発： Benedictoフィリピン国立銀行総裁は，同銀行は米価安定と，
外国人商人による米市場独占をうち破るために， 300万 cavanの米を cavan当
り16.5ベソで購入していると述べた。
V フィリピン最初の完全に統合された全国的な自動テレックス・システム設立
に関する， 1200万ペソにのぼる契約が最近， GeneralTelephone and Electronics 










一 129－吋 一（ 77 ) 
フィリピン（ 7月〉
この上昇の主因は食樋価格が 3.1%上昇したことによる。すなわち綜合指数は
153.75から 154.54に上昇したが，食品は， 5月の162.71から 167.76に上昇した






















































なお外貨準備は 6月16日の l倍、F59万ドノレから， 7月19日には 1億9430万ドノレ
に上昇した。


















































29日 Vナショナリスタ党全国代表者会議は， 11月の上院議員選挙の党候補者を， 298
人の代表者の投票にもとづいて以.Fのごとく選出した。 （数字は票数）






7. Dr. S. Laurel (Batangas）一一一177
8. Helen Benitez (Laguna）一一一166




















































































































































vラモス外相は，インドネシアの主唱になる 5ヵ国地域連合 SoutheastAsian 
Association for Regeonal Cooperation (Seaarc門仮名）結成会議出席のためバ
ンコクに出発。
V中国から公式の招待を受けピザ発給待ちのため香港に滞在している JoseV. 























ヤン州の Banurbur(800ヘクタール）と Abulug( 1万2000ヘクタール）は12月
完成予定，残り 9は来年度開始予定。
V リベラノレ党下院議員の“VaxPopuli ”ブロックのスポークスマンである B.
Ligotと R Magsaysay, Jr.は Villegasマニラ市長を訪問11月選挙に岡市長を
L党マニラ市長公認候補として支持するとの同ブロック22議員の決定を伝えた。
その他支持者に R.Lucman, M. Concondia両下院議員がいるという。














































































① Camilo Osias （現上院議員改選，北部lレソン〉，② BenignoAquino, Jr. （現タ
ノレラク州知事， 中部ノレソン〉， ⑨ Francisco Rodorigo （上院議員， マニラおよび
郊外地域），⑨ Felixberto Serrano （元外相， ピコール地方を含む南部ノレソン），
⑨ Jose G. Briones （下院議員，東ピサヤ〉，⑥ HilarionHenares, Jr. （元NEC
議長，西ピサヤ〉， ⑦ Roseller Lim （元上院議員， ミンダナオおよびスノレ〉，⑨
Maria Katigbak （上院議員，女性代表）o
vマルコス大統領は就任後初めて次のように内閣を改造した。①Yulo法相を
Council of Stateに， ClaudioTeehaukee法務次官を法相代理に， FelixMakasiar 
マニラ第 1審裁判事を法務次官に，⑨ A.Raquiza公共事業相は米国へ健康診断
に出発のため ManuelSyqino国防次官を公共事業相代理に（閏防次官兼任〉，
⑨ Manuel Salientes大佐を軍需品担当国防次官に，④ DomincorChipeco元ラ
グナ州知事を空席の調達次官（generalservice）に，⑤ BaltazarAquino道路
局長を ManuelFeliciano次官退官のため， 公共事業次官に（兼任〉， ⑨ Felix 
Codilla氏を公共事業省運輸担当次官官房長に各々任命。





























ち200万ペソの支出を認めた。 R.A. 3844 （農地改革法）にもとづき ACAは1
億5000万ベソの回転資本を認められている。
lO日 f University of the Eastはこのほど1966年の 100大企業に関する調査結果を
発表したo
f Camp Crameの警察軍当局は 7日Caloocan市でフク同暗殺隊のメンバ一
容疑者を逮捕したと発表，しかし容疑者のパンパンガ州カンダパ， Mapaniqueの
Eulogio Uinuya別名 Yongがフク団司令官Sumulongの指揮下にある Gregorio
Ocampe司令官別名 Georgoの直接指導下の 6人からなる暗殺隊のメンバーで























































軍司令官 J（ーlseB. Ramos河川主命空軍副司令官 HoracioFarolan市将，（｛，出－ -・ 
軍管区総司令背 IsauroSison l{fa:I守，（⑥ブイリヒツ陸軍アカデミー校長 Reynaldo
Mendoza准将，（7)A. F. P. 軍医総監　Protacio Rizal Satto准将，⑧警察軍副長
官 SalvadorPiccio准将，⑨ CampAguinaldoチャプレン JoseN. Valdez大
佐。
T J. W. Diokno 上院議員は OperationsBrotherhood International Inc.に援





































15日 T Bernabe Rocha・Albayアパカ生産者協会連合会長は世界市場でのマニラ麻
の価格，需要改善のため中国およびソ連との貿易拡大を支持すると述べた。
v国防軍の人事異動が行なわれた。主な異動は次のようである。①A.F.P.参
謀去に SegundoD. Velasco大将（面1］参謀長，少将〉， ③ A. F. P.高1］参謀長に







地域警察が PC管理下にある。 Parafiaque,Makati, Pasay市。





V リベラノレ党は C.T. Villareal党首の名で， 11月選挙の“realissues，，を発
表した。⑦抑制されない犯罪の激増の中で数百万フィリピン人の生命の危険，③
物価上昇に直面している不安定な生計。
17日 V リベラル党執行委員会は AntonioJ. Villegas現マニラ市長を同党マニラ市
長公認候補にすると発表した。一方で SalvadorL. Marino L党マニラ支部長
（元法相）も市長に立候補すると声明しているO
T Jose Viado再植a林局長は， 毎年伐採されている17万ヘクタールのうち再植




























｜雇用人口｜農 村 ｜都 市
61. 10 ¥ 909 .5 l - ¥ 
65. s ¥ 1,054.3 ¥ - ¥ -
10 I 1,010.1 I - I 
一（ 94 )- -146ー
フィリピン（ 8月）
66. 5 l 1,103.2 -I 789.6 I 313.6 
10 I 1,093.6 J - I 
67. 5 1- 1,210.5 I 869.5 1 341.0


























' 中国訪問のため香港に滞在していたリベラノレ党の E.U. Ilarde （リザーノレ〉，
A. Cuenco （セプ〉， J. Yap （タノレラク〉の 3下院議員は計画を中止し， シンガ
-147ー 一（ 95 ）一
ブィリピン（ 8月）
ポール経由で1吊凶し次のように述べた。 一一われわれは下院から公式の旅行許可
を得ることが最上と考えた。 しかし北京はわれわれが M.K. Katighak上院議


















24日 , Licaros開発銀行（DBP）議長は米農務省は 66年12月22日の米比協定にもと
づき DBPの保障付きで原綿（約4万梱〉の PL480による購入のため credit
























頭： LeopoldoB. Saloma (Glneral Rubber & Footwelar Corp.），副会頭： Alex




























スタ党マニラ rh‘長公認候補に指名した。発表後 Ocampo, リベラル党公認候補
Villegas, リベラル党無所属候補 S.Marino元官房長官は各々声明を発表した。





















V政府軍は 3人の陸軍兵士の死体と， 27日パンパンガ州 Apalitの Calantipay
村で彼らを待伏せ殺害したフク団のグループを捜している。フク団は Domingo






30日 T 67年第2四半期現在の資産の点で最大の民問金融機関にlYrJ期 l位の Equita-
ble Banking Corp.を抜いて ChinaBanking Corp.がなった（両銀行とも 1』［五










































f Lorenzo Tafiada上院議員（ナショナリスタ・シチズン）は Movementof 










































0主） 上記3100万ドルの支払は 6Jj 29日ラモス外相と Blair米大使が調印した
協定に具体化されてし、たもので，給付対象者は60万余。
f Raquiza公共事業相は，マカパガル前大統領の批判に答えて，現政権のコンク
リート道路 lkm当りの平均費用は厚さ 9インチ， 1届6.70メートノレで16万7千ペソ
である，マカパガル在任の 4年間に今回と同額の予算が支出されたにもかかわら
ずコンクリート道路はただ、の70キロしか建設されなかったで－はないか，と述べた0
















員およびフfリピン進歩党（P.P. P.）のスポークスマンであった Autonio P. 
Garciaはマニラ市長候補のおluadorMarinoは P.P.P.提案のマニラ政府計画
を受け入れうるものと考えていると述べた，その他P.P.P.のメンバーには Jorge







































f Mike Mansfield米上院民主党院内総務はマニラを訪問， マルコス大統領，
ラモス外相と個別に会談した（～11日〉。
1 日 T 50歳を迎えたマルコス大統領は， 閣議で，① Tondaの前部汀の一部を同地




































































16日 Vヌヱパ・エシハ州 SanAntoninoの Lambakinでジープで通行中の警察官
























T G. E. Antonino上院議員（N）は16日の上院選挙法廷の決定を最高裁に提訴
する，また11月選挙には再出馬すると発表した。






V プラカン州 Baliuagの Tangos村・で、パンパンガ州カンダノミの助役 B.Sang-
galangの一行が何者かの一団に待伏せ襲撃を受け 2人が死亡， 3人が負傷， 助
役は無傷であった。 21日警察軍当局はこのグループのリーダーを元 Apalitの警
察官でフク団司令官“Feddie”であると述べた。







































, Operation Brotherhood （奉仕団体〕はラオスで活動している 123人の団員
に9月末まで引き上げるよう指示した。 0.B.はすでに 10年間ラオスに駐在して
いるが， 22日で米 AIDとの契約が切れ， AIDと活動方針について意見の相違が
あった。





23日 T W. C. Blair米大使は大使を辞任した。

















, Villaerl L党党首は，党内で69年選挙に同氏を大統領候補に， Villegasマニ
ラ市長を副大統領候補に，という推測が行なわれていることについて，69年の野党
の］F：副大統領候補について議論するには時期早尚にすぎる，党内には大統領候補
の資格をそなえた者がいる，即ち SergioOsmefia, Jr., Ambrosio Padilla, Gerardo 
























, Villareal L党党首は， 要旨次のような声明を発表した。マルコス大統領が











27日 ' L党の NegrosOccidental州知事候補の FelixAmante下院議員は Bene-
dicta国立銀行（PNB）総裁の解任を要求し次のように述べた。 Benedictoは丸
紅飯田のフィリピン代理店である BelgonInvestmets社の理事等の役職にあり，
























T Henares前 NEC議長・ L党上院議員候補は政府は L-L協定に関し物乞い
の態度をとっていると非難，フィリピンは物乞いせず，只iveand takeの原則で
望むものを手に入れることができると述べた。
, A. C. Espiritu工業会議所会頭は， L-L協定は比経済の 3部門（外国貿易、
工業，投資〉を強化するという「重要」な役割を演じていないと述べた。
28日 TN党本部は， L党はマニラ地区だけでなく， Cotabatoでも詐欺やテロなど
不正行為を行なっていると非難した。






めの委員会が作られ，有力な候補地として LaUnion州 SanFernando, Bataan 
州 Mariveles,Batangas州 Batangasがあがっている。
V警察軍は警察の不正行為および選挙テロに対する不平杭高まっているIloilo.
Cotabato, Cebu, Cagayan, Masbate州の 6市町を同軍管理下に置いた。
v政府はワシントンで米国務省との L-L協定改訂に関する会談を予定してい
るラモス外相を補助するため A.Melchor大統領経済顧問副委員長を派米した。
一（ llO）一 -162-・ 
プイリピン（ 9月）
Vシュガー・ブロクのスポークスマンの 1人 ArmandoC. Gustiolo下院議員
(N., Negros Occidental州選出）は， L党は全体の経済計画を無視して砂糖論争
を悪意をもって利用していると非難した。
〔E〕経済













7 日 V ロムアノレデス蔵相は記者会見で，政府は66年1月以来その歳入の範囲内で運
営してき， 67会計年度をーセンタボの経常赤字もなく終了した， 67年7月の全支
出は66年の 1億6400万ベソに対し 1億9430万ペソであり， 3000万ベソの増大は放
慢なものではなく経済の拡大から当然予想されることであると述べた。







9 日 v中銀通貸委員会はこのほどフィリピン開発銀行（DBP）が米商銀から 6800万
ドルのローンを受けることを承認した。ローンの年度別受入れ計画は， 67年2000












1 日 , G. Elliot米退役軍人局（USVA）マニラ事務所長は，米政府は最近従軍者補




, Jose Imperial大使はニュー・ヨークで EssoStandard Eastern社とパター
ン州 Limayのパターン火力発電プラント建設ペソ資金向けの400万ドル借款協定
を結んだ。

























T 68会計年度の公共事業投資額は 5億8000万ベソで， 実施された場合約2%


















T A. Calala昭 NEC議長と C.Virata商工次官は，大統領に対し次の指標か
らみて経済は改善され，経済の将来と経済社会開発計画に対する信頼が示されて
いると報告した。①1966年の国内粗資本形成は45.6億ベソと増大，②政府金融機







1. 製 造 ー業
2. 農林漁業
3. 不動産・建築
4. 公共事 ： 業
5. 商 業
6. そ ぴ） 他
〆r-1』






























った。その後再評価調整された新数値は 6月現在 19.8億ベソ目標の 60%を示し
た。主要な変化は Dole社の投資報告である。 5月の報告では Dole社の投資を
4000万ベソとしているが，これはプラントのコストのみを含むにすぎない。 5月






































































フ ィ リ ピ ン


























































（注） ,a者とも NegrosOccidental ；トlほu事候補である。
T NEC長官，アジア版マーシャル・プランを要求一一－A Calalan話国家経済審



















































イ・ポイント米海軍基地（第7艦隊補給基地）， Cubi point air Stationおよび








8 日 f Bulacan 州警察軍当局は， Calumpit市のある L党および N 党の候補がフ
ク同の援助を得ょうとしているとの報告に対し警告を発した。
V在比米宣教師，ベトナム戦中止を要求－PhilippineMissonary Committee 





















ば， 同にその企業を収用する権利を与えるであろうから， 先の Philippine






































13日 V米・とうもろこし国民化法で判決一一最高裁判所はこのほど Go Ka Toe 
















































































































































































3 日 V台湾農業援助一一フィリピン，台湾両国は， Leytedel Norteのミラクノレ・
ライス・デモンストレーション・センター建設協定に調印。

























5 日 V東パキスタン SmallIndustries Corp.の視察団がフォード財団の後援をうけ
来比した0






























9 日 Vフィリピン国立銀行（PNB）は， 10月5日現在 Bacolod Murcia Milling 
districtの117の甘薦栽培業者に 1968～69穀物年度貸付として670万ペソを承認し
たと発表した。
1 日 V米国の織物使節団一行3人が， CottonCouncil International，米国大使館，












合む。 2年半以内に 1日の処理能力 5千トンの採掘プラントを完成の予定。
V産業連関表完成一一国家経済審議会（NEC）はこのほど 2年間を費して産業
連関表を完成した。正式の名称は「1961Interindustry Relations (input-output) 





（注〉 同表の作成は， NECの Officeof Statistical Coordination and Stan-
dards (OSCAS）が行なった。



















































































































25日 f C. Ledesma甘薦栽培者全国連合（NFSP）会長は覚書の中で会員に対し，関
税を節約することはもちろん供給者としてのフィリピンの信頼性を維持するため
































































































































フ ィ リ ピ ン
物与党大勝の中間選挙
今年は大統領選挙の2年後のいわば中間選挙の年にあたり， 11月14日上院議席の 3





ィリピン進歩党（PPP)2で，改選議席の内訳はN党 3, L党 3, PPP 2であった。
N党と L党はこれに対して各々 8候補を立てたが， PPPは候補は立てなかった。 N党





も，当選順位に異動はないと考えられる。次にその順位を示すと① JoseRoy (N, 
改），② BenignoAquino, Jr. (L. Tarlac州知事〉，③ Mr.Antonino （無－N），④
Salvador Laurel (N, 新〉， ⑤ Leonardo Perez ( N, 下院議員〉， ⑥ Emmanuel 
Pelaez (N，下院），⑦ LorenzoTeves ( N，下院〉，⑧ HelenaBenitez (N，新〉，
以下⑨＠位はN党，⑮～⑫位はL党である。
改選前は上記のようにN党が数の上では多数を占めていた。 しかし，今年1月末
Gil J. Puy抗議員（N党党首〉が RodolfoGanzon, Eva Estrada Kalaw, Jose Diokno 









新らしいN党の派別は Puyat派4, Tolentino派7 (L. Tanedaは Nationalist一
Citizen），大統領派の Roy派5 (4人は新人〉であり，大統領を支持する N党議員



















30日 V最近のフク団の動向一一M.P. Yan警察軍長官兼陸軍副参謀長は UPIとの
インタビューで次のように述べた。一一一政府は中部ルソンで軍事・民生両面のキ
ャンベーンによりフク団とシンパを除去しつつある。 66年以来，当局はフク団員










































3 日 Vソ連専門家の入国承認一一一M.Collantes外相代理は， マニラで 15～29日に
開かれる theCommission for Agriculture and Meteorological Organizationの
第4回会議ソ連代表団に対するピザ発行を承認，在東京大使館にピザ発行を指令
した。
5 日 Vマルコス大統領は，パンパンガ州警察軍司令官の， Mabelαcat町の警察官と
フク団とが結託している疑いがあり，町の警察は無能で，治安を維持できないと
の報告にもとづき，同町を警察軍の管理下に置くよう指令した。




































9 日 Vパターン州 Dinalupihanで警察軍部隊とフク団が交戦，でフク団 No.3, Zac-

































































































方 L M.社は全ての土地の士地の購入を申請した。 Pafioらは抗議したが，
士地局および農相は Pano要求を却下した。しかし当時の官房長官はこの決
定を修正， Pafioらに上記士地90ヘクタールの購入を認めたο これに対し L.
M.社が提訴していたものである。
T M. Collantes外務次官は L-L協定改訂交渉第 11EI予備会議開会式（マニラ〉
で米側に経済特恵の供与と平等待遇権の放棄を要求し，植民地体制維持のための
構造は取り払らわれねばならないと述べた。
21日 T L-L改訂予備会談第 1日（パギオ）。
v比・マレーシア会談は具体的成果のないまま終了した。同日の共同声明によ





24日 V ロムアルデス蔵相は， 211人の税徴収職員の解雇を準備した。これらの職員
は900万ペソの公金を私消し，その多くは姿を隠し，一部は国外に逃亡したとい
う。また現在税の滞納は総額5億7300万ペソに達している。
27日 , Mata国防相はヌエパ・エシハ州 Laurの FortMagsaysayに早急に国防軍
技術訓練センターを建設するよう指令，これは工兵大隊を15から25に増員するた
めである。
28日 , Andres Reyesリザール第 1審裁判所判事は Time社および Time-Life Inter-
na1ionalの全資産の差押えを命令した。 これは Villegasマニラ市長と Emile関
税局長が Time誌1967年8月18日の記事「アジアの汚職」を両者を中傷したとし
て 110万ペソの賠償を請求した文書誹致訴訟に関連して出されたもの。































2 日 v土地註書発行記録一一一土地局の発表によると， 10月23日現在同局は5万5601
の土地権利証書を発行した。これはこれまでの最高で従来の記録は，①1961～60













4 日 v製糖の損失一一一PhilippineChemical LaboratoriesのAchillesNatividadが
最近行なった調査によると，甘蕉搾出汁のうち砂糖とならず発酵して糖蜜となる
ために起る損失は， 1966～67作物年度生産量 162万3142ショ J ト・トン（砂糖協









5 日 v日比友好道路日本側調査団一行5人が到着； 8日から調査を始める。


























































































13日 V民間資金で道路完成一一このほど R.A. 3741 C民間融資法〉により全建設資
金を民聞が調達した道路2本計38キロが完成した。これは同法によるものとして
ははじめてである。同法は建設費償還のため通行料の徴収を認めている。


























































































（注〉 その他会合に招待された下院議員は， Eladia Caliwara, Melania Sing-
san, Raman Felipe, Jase Yap, Antania Cuenca, Jase Cajuangca, Edgar 
U. Ilarde, Raman Magsaysay, Jr.と乱fariaTag-garaaケソン市長， Cesar
Climacaザンボアンガ前市長である。
V ロベス副大統領は日本政府は Mindro島 Manjanとレイテ島 Alang-Alang
に各 1千ヘクタールの米作センターを建設，最終計画は68年4月完成の予定と発
表した。
' 11月選挙で下院議員に選出されたナショナリスタ党の RaqueAblan, Arte-
mia Layala, Canstncia Maglana, James Chiangbian議員および選挙前に与党
に加わった Ilaila出身の元リベラル党議員3人は JaseAldeguer下院議長代理と
委員会ポストの肥分について会談した。










リットの警察官でフク団の No.5，②Fernando Guevarra別名 Pering司令
官，③ApolinarioSimbulan別名 Polinar，④FranciscoManiago，⑤Reme-



















































































9 日 T Yan長官は，幹部フク団員4人， GregorioGarcia別名 Yoyong司令官，














































とを確認、した。単位1万ペソ。①PedroTaruc 10→12，②Faustino del Mundo 
別名 Tony司令官，③GeorgeOcampo別名 Tony司令官2→10, ④Bernabe 
Buscayno別名 Dante司令官 1.5→ 9' ⑤Avelino Bagsic別名 Zaragaza司令
官 1→7，⑥GregorioGarcia別名 Yoyong司令官 1→5，⑦PedroJulian別










13日 v警察軍は Viola司令官の“戦闘支援員”といわれる 3人を， 2人はパンパン
ガ州、lカンダパの Mapaniqui村 sitioUngotで， 1人はプラカン州Baliuag,Taga-
















































































V選挙委員会は上院議員当選者の確定声明を出した一一① JoseJ. Roy (N) 
411万6549票，②BenignoAquino, Jr. (L) 394万0529，③MagnoliaW. Antonino 
(N) 346万6676，④Dr.Salvador Laurel (N) 345万9870，⑤LeonardoB. Perez 
(N) 344万0011，⑥ EmmanuelPelaez (N) 343万7135，⑦ Lorenzo Teves (N) 
一（追46）ー -136-
フィリピン（12月〉


















23日 Vフクの 1団が付近にみかけられたの報告を受け空軍の C-17で偵察した結果
12人のフク団の存在を確認し，派遣された警察軍はフク団とタルラク州タルラク
の Ste,Nino村で遭遇， 3時間にわたって交戦，フク団側は AvelinoBagsik別
名 Zaragoza司令官， Domingo,Gregorio Garcia別名 Yoyong司令官他3人が
死亡，警察軍側に死者 l，負傷者3を出した（うち 1人はタノレラク州警察軍司令
官 TomasDiaz）。 Zaragozaはタノレラク州のフク団の首領であったといわれる。
24日 Vタルラク州タルラクの Ste.Nino村で警察軍とフク団が遭遇， Geronimo（ま














別名 Layug司令官と AlbertoMercado別名 Tronco司令官宛の手紙も含まれて
いたと発表。
27日 Vブラカン州警察軍司令官は同州とパンパンガ州境特にパンパンガとタノレラク
から逃れたフク団員が隠れ家を捜しているといわれる SanRafael, Baliuag, San 
IldefonsoとSanMiguel周辺に恒久的阻止線を設けるよう指令した。
v警察軍はヌエパ・エシハの Bongabon,Lusok村でフク容疑者を逮捕。また

















, Sergio Loyola下院議員（L）は Villareal党首は党公認候補以外の者を支
持し，規律を犯した党の大物は罰せられず，私には罰が加えられたと抗議してL
党を離脱したが，与党には加わらず無所属を守ると述べた。










































12の戦闘で死亡23，負傷2，逮捕5, 投降31, ② Pasay市での政治・宗教組織
Lapiang Malayaの暴動，⑨偽造書類密入国事件と LaUnion州 Damortisにお
ける不法入国中国人39名の上陸，④NuevaVizcayaでの F-86F4機の墜落，⑥
使用済印紙再生事件，⑥工兵隊による ManilaNorth Diversion道路と Epifanio
delos Santos通りの早期完成， ⑦コタパト州 Tacurongの教会内での Carlos
Valdez判事殺害事件，⑧オロンガポ市長 JamesGordonの暗殺，⑨GSISピノレで













T Yan警察軍畏官は， 1968年には警察軍兵力は l万8千以上に増加しよう，フ
ク団問題だけでなくすべての犯罪と紛失武器徴収に対するキャンベーンが優先さ
れよう，また陸軍部隊がパンパンガ州アラヤットの PlazaLumaでアラヤット出











































8 日 vPhilippine Telecommunications Investment Corporationは GeneralTele-
phone and Electronics Corporation （ニューヨーク〉の所有するフィリピン長距
離電話会社（PLDT）の普通株28%約1480万ドルの買収契約を結んだ。これにより
PLDTの支配権は最終的にフィリピン人の手に入ることになる。











































われる。①パンパンガ州 Tayugの HaciendaHermanas Nable Jose, 1057ヘク
タール， 360万1180ペソ，②パンガシナン州の Tayug,Sta. Maria, San Quintin, 












ている。 67年生産（60年）： 6万2378C 2万8516）トン， 2807万212(998万0600)
ベソ， 4万3303C 3万1579）ヘクタール。③甘薦。 67年生産（59年）： 1万 6000







に開発すると発表。 Isabela, Cagayan, Pangasinan, Camarines Sur, Cebu, 









（注〉 負債総額のうち31億 8300万ベソは国内負債， 11憶 0900万ベソが外国借
入，総園内負債のうち 5億 6200万ベソは過去の政権によるもの。 65/66年度
利子償還支払は 1億 2560万ベソ， 66/67年度は 1億0470万ベソ，過去6年度
の平均は 1億0875万ベソ。
21日 v先に Teo-filo Reyes, Jr.商業会議所（CCP）会頭は大統領が証券取引委員会に
対し大統領令を発しフィリピン国内での日本企業の事業活動を認めたことを非難
したが，これに対し M.V. del Rosario工業会議所（PCI)諮問会議議長は大統領
令は国際的公約であり，これに異議を唱えることはこの公約の履行を拒否するこ
とに等しく，政府と国家を窮迫させるにすぎないと非難した。
T Jose Cabarrus, Jr. Mariinduque Mining and Industrial社（セメント会社）







〔供給〕 6363万8800袋，内訳は， ①68年7月 1日推定在庫 1090万3700袋，
一（追54）ー -144ー
フィリピン（12月〉
③年度問推定生産量 5026万5200袋，③輸入米 246万9900袋。 〔需要〕 5514万
2400袋，内訳は， ①年度間食用需要 4980万袋， ②その他需要〈種子，飼料，
商・工用米，損耗） 534万2400袋。〔余剰〕 849万6400袋。〔在庫予測〕 ①68年









誤りか〉は個人業主，また 79.3%はフィリピン入所有， 65年は 94.8%が個人業
主，うち88.7%がフィリピン人所有。 65年の卸・小売事業所数は 2万4479，また
フィリピン人所有2万1709，中国人2651，米国人81，その他38。同様個人経営2
万3200, pertnership 57 4, corporation 699, cooperationその他6。外国人所有
の事業所はほとんど卸売業に従事している。



































1 9 6 7年のフィリピン年表
政 2」a‘，ロ
1. 14 Iマルコス大統領フク団に投降呼掛け
1. 23 I第6議会第2通常会期（5. 18) 
経
2. 7 Iマルコス，予算教書提出 I 2. 7 I RC A民間企業の米輪入承認





5. 21 I Lapian Malaya流血事件
6. 1 I第 1特別会期
7. 17 I第2特別会期
7. 23 Iベドロ・クルク，ライフ誌に抗議





















5. 30 I 「人民日報」フク団に関し“野火は燃えつきるもので
はない”と題する論評発表
6. 1 ¥ Vicenzo Sagun (L）ら下院議員一行3人北京訪問
6. 5 I仏借款団，比に 4千万ドル借款供与決定
6. 5 I 「自由新聞」代表団（団長T・M・ロクタン編集長・
社長〉北京訪問























1・i- 国 256頁 268頁 172頁
Iド 国 早I切 519 558 
イ ン ド 241 257 218 
インドシナ 263 267 480 
フィリピン 173 274 172 
タ イ 240 332 208 
シンガポーノレ 242 196 234 
インドネシア 296 251 208 
ビ ノレ ー亨 325 387 288 
パキスタン 品切 354 300 
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